
特権(privilege)を考えよう①

次へ

メニューに戻る

前へ

強い立場にいる人は強い力を持っており、その力を特権という。

その人の見た目で判断され与えられたもの。本人が何かをして手に入れたものではない恩恵のこと。

※異性愛であること・単性愛であることは単にそうであるというだけで受けています。多くの人は自分が特権を持っていることを意識していません。

※異性愛者の持っている特権、異性愛者と同性愛者が持っている「単性愛」という特権もあります。

※その特権は、バイセクシュアル（両性愛者）・パンセクシュアル・フルイディディの人たちは持っていません。

異性愛・単性愛における特権とは
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いくつ当てはまりますか？

次へ

メニューに戻る

前へ

・人前で恋人と手を繋いだり、抱き合ったりしても変な目で見られたり変なことを言われたりしない

・自分のセクシュアリティについて「気のせいだ」「いつか変わる」と言われたことがない

・自分の恋愛や性（セクシュアリティ）に関して参考になるお手本（人・創作物・マスメディアなど）を見つけるのは簡単だ

・自分は家族に受け入れられているか不安に思うことはない

・自分は友達に受け入れられているか不安に思うことはない

・知らない人から、自分の性行為の仕方について聞かれた事はない

・自分のセクシュアリティのために3人でセックスをしようと誘われた事はない

・自分と同じ性的指向（異性愛・同性愛・バイセクシュアル）の人が集まる場所・コミュニティを見つける事ができる

・他の地域に引っ越す時に、身の安全や権利等について考える事はない
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いくつ当てはまりますか？

次へ

メニューに戻る

前へ

・パートナーと育てているこどもの親権が剥奪されるのではないかと心配する事はない


・自分の性的指向をいつ知ったかと聞かれる事はない


・自分のセクシュアリティについて、人に正当性を主張する必要はこれまでになかった


・現在のパートナーと異なる性別の人を愛したために、パートナーと別れることになると考えた事はない


・医療機関や公的機関で自分のセクシュアリティをカミングアウトをすることを恐れたことはない

これだけではありませんが、これらが異性愛・単性愛である特権です。

© Copyright (C) City of Osaka All rights reserved.



特権(privilege)を考えよう②

次へ

メニューに戻る

前へ

※その特権は、性別非同調的であったり、性別違和を持つ人たちは持っていないものです。

生まれた時に指定された性別に違和感を持っていないこと。シスジェンダーにおける特権とは、

その特性のために特に何もしていないが持っている恩恵のこと。

シスジェンダーとは
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いくつ当てはまりますか？

次へ

メニューに戻る

前へ

・自分の性別がどう見えるかによる暴力やハラスメントを恐れずに公共のトイレを使える

・運転免許証や保険証に書かれている性別は、自分の名前や性別と一致している

・人に「本当の名前は？」「戸籍上の名前は？」と聞かれずに自分の名前が言える

・普段必要な医療サービスに関して全て保険でまかなわれている

・家族みんなに受け入れられていると感じている

・初めてあった人に、自分の性別を間違われないか心配した事はない

・初めてあった人に、自分の体の個人的な事（手術をしたか）などを聞かれる事はない

・自分の性別のことが原因で、医者・親・教師・親戚・級友・同僚から傷つくことを言われた事はない

・自分の実際のあるいは想像された性自認のために、仕事を解雇された事はない

・自分の性自認のために、家主から立ち退きを迫られた事はない

・望む性別と体の性別が一致するように、整形手術にお金を払わないでいい

・デパートなどで、自分の着たい洋服の店に堂々と入っていける
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いくつ当てはまりますか？

次へ

メニューに戻る

前へ

・「男女（おとこおんな）」「両性具有」などと言われた事はない

・更衣室でじろじろ見られたり何か言われたりした事はない

・自分の同じ性自認を持つお手本（モデル）に出会ったことがある

・自分と同じ性自認を持つ人のコミュニティを容易に見つけられる

・他の地域に引っ越すときに、自分の性自認に関する安全性や権利について心配する必要がない

・自分の性別やたくさんの中の１つのオプションだと思っている

・あなたがいつ自分の性別に気づいたか、誰にも聞かれた事はない

・自分の着たい服や靴を特別に探したり、注文せずにすぐに見つけることができる

・本当の自分ではないような昔の写真を、人に見せることにためらいはない

・自分と関係のない他者の性別に関する不満や非難のターゲットにならなくていい

いくつ当てはまりましたか？


普段あまり意識はしていませんが、世の中には特権を持っている人と持っていない人がいます。
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